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James  Laver, 

"W
omen's Dress in the Jazz Age" 

                      (1964)

1918年11月,大 戦 は連 合 軍 の勝 利 を以 っ て終 結 した。終 戦 と とも にい ち早 く,長 い間 禁

止 されて い た ダン ス が復活 し,ク ラ ブや酒 場 が活 気 をと りも ど した 。 フォ リー ・ベ ル ジ ェ

ー ル や カ ジ ノ ・ ド ・パ リな どで は,ミ ス タ ンゲ ッ トや シ ュ ヴ ァ リエ,ジ ョセ フ ィ ン ・ベ ー

カー の唄 と踊 りが人 気 を さ らった。 カ フ ェ ・ラ ・クポ ー ルや ロ ー トンで は,ジ ャ ン ・コ ク

トー,ピ カ ソ,ヴ ァ ン ・ ドンゲ ン,ス トラ ヴ ィ ンスキ ー,デ ィア ギ レ フ,ル ネ ・ク レー ル

と いっ た前 衛芸 術 家 た ちが新 芸 術 論 をた た かわせ て いた し,服 飾 界で は,神 通 力 を失 っ た

ポー ル ・ポ ワ レに代 って,コ コ・シャ ネ ルや ジャ ン・バ トゥ〒 とい っ た一群 が新 人 と して登

場 して きた。 一 方 で は,ベ ル ・エ ポ ッ クの楽天 主 義 が崩壊 して,人 々の 間 には精 神 の統 一

.性 が見 失 わ れ,一 切 の伝 統 や形 式 を拒絶 す る若 い世 代 が時 代 の リー ダー と なっ た。 ア メ リ

カは戦 後 ヨー ロ ッパ の経 済 を動 か して ゆ き,文 化 の面 で もア メ リカ化 の 風 潮 が 目立 って ヨ

ー ロ ッパ に浸 透 して い っ た。 ジャ ン ・バ トゥー が ,ア メ リ カに旅 行 して,ア メ リカ女 の 気

ど りの ない 自然 な態 度 に強 い印象 を受 け,パ リの 店 の た め に60人 もの専 属 の モ デ ル を,当

時 と して は法 外 な俸 給 で雇 った の も,20年 代 が理 想 とす る女性 像 が,ベ ル ・エ ポ ッ クが理

想 と した 女性 像 と全 く相 反 す る タイ プの もの で あ った こ と を うか が わせ る。 同 様 の傾 向 と

して,1925年,カ ジ ノ ・ ド ・パ リ'に登 場 した 「HoffmanGirls」 は7ヨ ー ロ ッパ に新 鮮 で

スポ ー テ ィな女 の イ メー ジ を導 入 した。20年 代 を称 して 『ジ ャズ時 代 」 と呼 称 す るよ うに,

ジ ャズ が ヨー ロ ッパ に入 り,デ ュー ク ・エ リ ン トンや ル イ ・アー ム ス トロ ン グが,若 者 た

ちを熱狂 させ た 。 シ ミイ(Shimmy)や チ ャー ル ス トン(Charleston)が 大流 行 した 。 こ

の よ うに ア メ リ カの影 響 は,と りわけ若 い世 代 の生 活 文 化 に敏 感 に反 映 して ゆ き,か れ ら

は古 い 習慣 や エ チ ケ ッ トを拒 否 し,旧 来 の生 活 の信 条 に 自信 を失 った 父親 は 息子 に,母 親

は娘 に同化 して,新 しい生 活 の テ ンポ に合 わせ て男 女 と もに若 返 った。

ア メ リ カの女 性 は,1920年 に選 挙 権 を獲 得 した が,こ れは長 い間,勇 敢 な女性 た ちに よ
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っ て ひ きつ が れて 来 た婦 人解 放運 動 に と って大 きな勝 利 で あっ た。 戦 後 の ア メ リカは好 景

気 を反 映 して生 活 の合 理 化 を進 め,家 庭 用電 化 製 品 の開 発,缶 詰 食品 の登 場,ア パ ー ト生

活 の"級,自 動車 の量 産 をと お して,女 性 の生 活 上 の変 革 を もた ら した。1919年 以降,若

い 女性 は経 済 的 に も職 業 を もっ て 自由 を獲 得 す る者 が珍 ら し くな くな り.フ ラ ッパー(fl-

apper)と 呼 ば れ る若 い 女性 た ち が,次 の10年 間の 流 行 をリー ドした。 そ して1927年 の い

わゆ る ジャ ズ時代 を代 表 す るガ ル ソ ンヌ ・モー ド(modealagarponne)を うみ出 した。

さて,ジ ェ イム ズ ・レ イ ヴ ァー の 『ジ ャズ時代 の婦 人 服飾 」 と題 す るこの 挿 画 入 り小冊

子 は,著 者独 特 の軽 妙 な タッチ と幅 広 い視野 の も とで.1920年 代 の モ ー ドの世 界 を紹 介 し

て くれ る恰 好 の書物 で あ る。 また,こ の 本 の興 味 は,こ の時 代 の モ ー ドを 「実 用 主義 の 」

とか 「機 能 主義 の 」 とい っ た お き ま りの説 法 で と ら えるの で は な く,か れ が掌 中の婦 人服

の 流 行 に関 す る核 心 の 問題 にふ れ なが ら,新 しいモ ー ドの見 所 を開陳 してみ せ て くれ る と

こ ろに あ る。 そこ で,や や 立 入 っ て そのへ ん の とこ ろ を考察 してみ るこ と にす る。

かれ は ご く最 近 の著 作(ModestyinDress,1969)の 中 で,婦 入 服 の流 行 の本 性 に言

及 して,「 も し,こ こ で,性 的 な部位 変 移 説(theoryoftheShiftingErogenousZone)

を正 当 に受 け入 れ るな らば,婦 人 服 は ま さ し く 童mmodestyの 開 発 で あ る こ と を認 め なけ

れ ば な ら ない」 と述 べ,こ の 理 論 の 由 っ て来 る と ころ をJ・C・ ブ リュー ゲ ル の 『服 飾 の

心理 学 』(ThePsychologyofClothes,1930)か らの 要 約 を もっ て それ に代 えて い る。

す なわ ち,「 服 飾 の 起 源 が慎 み深 さ(modesty)に あ った と今 な お考 える 人で も.あ ら

ゆ る種 類 の身 体 包被 物 が持 つ性 的 な重 要性(sexualsignificance)を 認 め て い る。 女 性

の肉 体 の性 的 刺 激性 は,男 性 の に比 べ て ず っ と広 く放 散 され得 る もの だ。 ま た,女 性 の 肉

体 は,被 っ て お くの が習 慣 で あ るか ら,意 識 的 にせ よ無 意識 的 にせ よ,ど の部 分 を露 わ に

して も,性 的 な注 意 を集 中 させ,誘 惑 性 を助 成 す る。 フ ァ ッ シ ョ ンは,ま さ し く,露 出症

(exhibitionism)と 慎 み 深 さ(modesty)と の 妥協 と して 成 立 す ると い う14世 紀 の発 見

には じま る。14世 紀 以 後,今 日まで,流 行 の 目的は 一連 の女 性 の 肉 体 の い ろん な部 位 の露

出 あ るい は強 調 で あ っ た。(中 略)と ころ で,現 代 の 男性 は,露 出 され た女 性 の 肉体 の か

な りの 部位 を 見 るの に慣 ら され て 来 たの で,か れ らは そん な もの を眺 め て も.以 前 ほ ど興

奮 しな くな っ た。1900年 頃 で は,女 性 の足首 をち らっ と見 た だ け で老 紳 士 は感 動 して気 が

遠 くな った もの だ。現 代 の若 者 は,女 性 の 脚 全体 あ るい は女 性 の腹 部 の か な りの 蔀 分 を ど

ぎ ま ぎせ ず に眺 め る こ とが で きる。1920年 代 にな って,服 飾 史 上 は じめ て,女 性 の 脚 は 人

々の 目に露 わ に され た。 要 す るに,女 性 の肉 体 は,一 ・連 の興 味 を失 った部 位 そ れは 今

ま さ に火 が消 えよ う と して い る フ ァ ッシ ョ ンによ っ て 人 目に さ ら された部 位 と,今 ま

さに登場 しつつ あ る,フ ァ ッシ ョ ンに と って は関心 の中 心 とな る性 的 部位 とか ら成 り立 っ
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てい る・ そし窟 の性 ゜Ri」.常F窄 化 しや て・それ躾 陛?鱒 えることは至mわ

わざ⑱ る魁 そ糖 追求す峯 とζそグフアツシ・ンの務めで あ病 しかに とわ・て

お くが,あ なた が現 実 に それ に追 いつ い た と した らあ な たは み だ らな露 出め 罪 で逮 捕 され

る こ とは間 違 い な い。 も し あな た が,そ れ に か な りめ と こ ろま で追 い っ け'れば,あ な た は

・…%・ ン・.リニ㌃ 妙 て騨 れた人物になる・いうな構 登塚 勿 ある㍗ ラ

シ ョン1ま,常 に き わめ て大胆 で 南 り,退 場 しつ つ ある フ ァ ッ シ ョンは常 に やぼ で あ る 。す

なわ琴 桝 誰 的資本の晦 を使い果してしま?た脚 即 ようなうのだか菌 ある一・

と。

いずれにせよ,こ のよ うな流行の心的機構 がどのよ うに正確 に服飾史 的な事象の上 に作

動 す、るか.に?い ての 討議 は と も1々くと ヤてJamesLave「 の 騨 提 起 には噸 の価 値 が

あ るよ う¢思 わ れ る。かれ は この 小冊 子 の な がで,1920年 代 の服飾 現象 をerotic-aesthetic-

・h・・卿}う 猟 ・上で都 芸 よろ し
.く分析 してみせz<れ ・ので ある・たとえ2°年代の

z性 湘 紅 をさ し(大 鞴 の貞灘 女鰰 §辱 に樽 さすことは タブ であ・た)・ 髪 を短

、くカ・ト、し・uど く鮓 法 な鰕 碑 を組み タバ嘩 吸 い・.悪 びれず に短 し》スか トをは
・饗 せ よ諒 女 たちは年 し、く自分たちの欲 しし〕、ものが何で あるかをよく矢・・ていた し・

.ま
また それ を大胆 に手 れた。 シ ョー ト ・カ ッ ト,シ ンプ ルな装 い,ボ ー イ ッ シュ な身 の こな

し それ らは すべ て若 い男 性 の注 意 を惹 きつ け るキ ー ボ イ ン トで あ った 。 コ ルセ ッ トさ

れた胴,波 うつ ペ テ ィ コー トで 屈 曲 した容 姿 は,も は や男 性 の注 意 を惹 かな くな り,モ ー

ドの舞 台 か ら退 場 を余儀 な くされ た 。女 性 の 身体 を しめ つ け てい た一 切 の 責具 は取 り去 ら

れて,見 為 目の豪 奢 さ よ り も洗煉 され高 め られ た単 純 さが エ レ ガ ンスの 新 しい持 徴 と なっ

たの で あ る。 シ ャネ ル が提 唱 した モ ー ドの単純 化 は,決 して服飾 の民 主 化 へ の皮 相 な擬 態

では な く,新 しい時 代 の 女 の生 き方 の表 現 その もので あ った とい える。

お わ りに簡 単 に著 者 を紹 介 して お くと,か れ は1899年 リヴ ァ プー ル生 まれ。1922年 に ヴ

ィク トリア ・ア ル バ ー ト博 物 館 に入 り,1938年 か ら1959年 ま で,主 に テ キ ス タイ ル部 門 の

主 任 と して活躍 した。1930年 来,服 飾 史 の研 究,と くに流 行 史の 分野 に独 自の 見地 を築 き

名声 をあ げ た。 参 考 のた め に主 要 著 書 をあ げて お きた い。

TasteandFashion,(1945)

Lettertoag;rlonthefutureofclothes,(1946)

Dress,Changingshapeofthingsseries,(1950)

EarlyTudor(1485--1558)(1951)

CostumeintheTheatre,(1964)

Dandies,(1968)
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Concisehistoryofcostume,(1969)

ModestyinDress,(1969)

(京都女子大学 村上憲司)
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